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自死を
減らすための
アルコール対策
11/25(日)10時～17時

対象：医療従事者、その他支援者
参加費：無料
定員：50名（事前申込・裏面参照）
会場：仙台市立病院
〒982-0007 仙台市太白区あすと長町一丁目1-1

講師：稗田 里香

東海大学健康科学部
社会福祉学科准教授

講師：野村 裕美

同志社大学社会学部
社会福祉学科准教授

主催：NPO法人仙台グリーフケア研究会 共催：佐藤利憲研究室（福島県立医科大学看護学部）

適切な支援をしなければ、自死、健康問題、貧困、家庭不和、虐待、ドメスティックバイオレンス
(DV)、介護、犯罪、飲酒運転などの社会的問題が深刻化する可能性が高くなる。

特に、自死の問題は「自死、うつ病、アルコール依存症の死のトライアングル」と称されるように、
深刻な社会的問題となっている．．．

アルコール依存症は、慢性で進行性の病。



申込方法：電話又はメールでお申込みください

℡： 0 7 0 - 5 5 4 8 - 2 1 8 6 M a i l： g r i e f o f f i c e @ g m a i l . c o m
※メールでお申込みする際は、件名に【 1 1 / 2 5研修会申込み】、
本文に【氏名・所属・電話番号】を明記の上、送信してください。

講師紹介

稗田 里香（ひえだ りか）氏 東海大学健康科学部社会福祉学科准教授

明治学院大学大学院社会学研究科社会福祉学専攻博士後期課程修了。一般医療機関のソーシャ
ルワーカーとして16年間勤務する。2006年より、現職。

専門：精神保健福祉、ソーシャルワーク
活動：アルコール健康障害対策関係者会議委員、神奈川県アルコール健康障害対策推進協議会
副会長、NPO法人ASK（アルコール薬物問題全国市民協会）運営委員、同協会飲酒運転対策特別
委員会委員、アルコール健康障害対策基本法推進ネットワーク幹事、イッキ飲み防止対策協議
会専門委員。
著書：アルコール依存症者のリカバリーを支援するソーシャルワーク理論生成研究 一般医療
機関での実践を目指して．みらい．2017．

野村 裕美（のむら ゆみ）氏 同志社大学社会学部社会福祉学科准教授

同志社大学文学部社会学科社会福祉学専攻卒業、同志社大学大学院文学研究科社会福祉学専攻
博士前期課程修了。1996年より医療機関にてソーシャルワーカーとして勤務。2005 年より同
志社大学社会学部社会福祉学科助手、2007 年同助教を経て、2012 年より現職。

専門：医療福祉論、多職種連携教育におけるケーススタディ学習法（事例教育法）

活動：2010年～日本医療社会福祉学会理事、2016年～京都府北部福祉人材確保・定着戦略会議
委員、同年～地域共生社会の創造に向けたコミュニティソーシャルワーカー養成研修の基盤構
築事業委員（赤い羽根福祉基金助成事業）。2017年～徳島県美馬市社会福祉協議会生活困窮者
自立支援事業運営推進協議会委員長、京都府精華町社会福祉協議会地域福祉活動計画策定委員
会副委員長。

講師からひと言

ア ル コ ー ル 依 存 症 は 、 「 見 よ う と し な い と 見 え な い 」 問 題 で あ る こ と か ら 治 療 や 支
援 に 結 び つ き に く く 、 悲 惨 な 状 況 に 陥 り よ う や く 病 気 と 知 る こ と も 少 な く あ り ま せ ん 。

2 0 1 4 年に施行さ れたア ルコー ル健 康 障害対策 基本 法は 、 「 自業自 得 」 の ス テ ィ グ マ
を 張 ら れ た 飲 酒 問 題 を 、 国 、 地 方 自 治 体 、 酒 類 販 売 者 、 医 療 従 事 者 、 国 民 等 が 責 任 を
持 っ て 取 り 組 む 社 会 の 問 題 と し て 位 置 づ け ま し た 。 法 律 の 目 的 の 一 つ に は 、 自 死 を は
じ め と す る ア ル コ ー ル 関 連 死 を 減 ら す こ と が 掲 げ ら れ 、 ア ル コ ー ル 依 存 症 の 渦 中 に い
る人々に アウト リー チする場 として 、 一 般 医 療 機 関 へ の 期 待 が 高 ま っ て い ま す。

研修内容

講義、及 びワー ク

• 一般医療 機関に 潜在 化するア ルコー ル依 存の問題 の構造 を理 解する

• 自死を含むアルコール関連死をいかに予防するか：アルコール健康障害対策基本法から

• 否認や拒 否の強 い患 者さんに どうか かわ るか：動 機づけ を高 める面接 の体験

• 支援環境 の質を 高め る：連携 支援の 実際

研修会のお問い合わせ・ご相談・ご質問等は、下記までご連絡ください。

NPO法人 仙台グリーフケア研究会 事務局

電話：070-5548-2186 メール：griefoffice@gmail.com

本研修会は、平成30年度宮城県自死対策強化事業補助金により運営しております。


